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（（（（このこのこのこの号号号号ご うのののの内内内内な い容容容容よ う））））    
■「 京きょう都と 府ふ 宇う 治じ 市し の在ざい日にち 朝ちょう鮮せん人じん 集しゅう落らく『ウう トと ロろ 』を 訪おとずれて」 

報ほ う告こ く者し ゃ：友と も永なが健けん吾ご （公こ う益え き財ざい団だん法ほ う人じん 隣り ん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進しん協きょう会かい 常じょう務む 理り 事じ ）…1-3 
■連載れんさいVol.16 けんぞうの視し 点てん『イい スす ラら エえ ルる とハは マま スす の 間あいだで続つづいている戦せん争そ う-その背はい景けい、解かい決けつの方ほ う向こ うを 考かんがえる』 

友と も永なが健けん三ぞ う（公こ う益え き財ざい団だん法ほ う人じ ん 住すみ吉よ し隣り ん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進し ん協きょう会かい理り 事じ 長ちょう）…4-9 
■「 住じゅう宅たく用よう火か 災さい警けい報ほう器き をめぐっての対たい応おう」 報ほ う告こ く者し ゃ：浜はま田だ  豊ゆたか（住すみ吉よ し 住じゅう宅た く自じ 治ち 会かい 事じ 務む 局きょく長ちょう）     …10 
■■■■住すみ吉よ し隣り ん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進しん協きょう会かいのうごき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11-12 

２０２３年ねん７月がつ２１日にち、住すみ吉よ し・住すみ之の 江え 同ど う和わ 人じん権けん教きょう育い く推すい進しん協きょう議ぎ 会かい（以い 下か 、住すみ吉よ し・住すみ之の 江え 同ど う推すい協きょう）の第だい２回かい人権じんけん

教育きょういく連続れんぞく学習会がくしゅうかいがおこなわれました。学がく 習しゅう会かいの内ない容よ うは、京きょう都と 府ふ 宇治市う じ し にあるウトロう と ろ 平和へ い わ祈念館き ね ん か んでの講話こ う わと
見学けんがく、ウトロう と ろ 地区ち く のフふ ィぃ ーー ルる ドど ワわ ーー クく でした。今こん号ご うでは、その学がく 習しゅう会かいの報ほ う告こ くなどについて掲けい載さいします。 

 

●なぜ、ウう トと ロろ に朝ちょう鮮せん人じんが住す むようになったのか 
住すみ吉よし・住すみ之の 江え 同どう推すい協きょうの学がく 習しゅう会かいでは、はじめにウトロう と ろ を

守まもる会かいの斎藤さいとう正まさ樹き さんからウトロう と ろ 地区ち く の歴史れ き しについて
お話はなしをしていただきました。 

1937年ねんに日にっ 中ちゅう戦せん争そうが始はじまり、1940年ねんに京きょう都と 飛ひ 行こ う

場じょうの建けん設せつが始はじまりました。この工こ う事じ の土ど 木ぼく作さ 業ぎょうを主おもに

朝ちょう鮮せん人じんが担にないました。その時とき、朝ちょう鮮せん人じん労ろう働どう者しゃの住す まい
として建た てられた飯はん場ば がウう トとロろ の原げん型けいでした。「飯はん場ば 」と
は、労働ろうどう者しゃが生活せいかつをする場所ば し ょのことです。 

終しゅう戦せん後ご 、京きょう都と 飛ひ 行こ う 場じょうで働はたらいていた朝ちょう鮮せん人じん労ろう働どう者しゃ

でこの地ち に残のこった人ひとびとは、飯はん場ば を家いえに変か え、畑はたけを作つくり、
土ど 木ぼく工こ う事じ の請うけ負おいや日ひ 雇やといの仕し 事ごとなどで暮く らしを整ととのえ、
ここにウう トとロろ 地ち 区く がつくられたのです。 

在ざい日にち 朝ちょう鮮せん人じんは 1952年ねんに法ほう務む 府ふ （現げん在ざいの法ほう務む 省しょうの
前ぜん身しん）からの通つう達たつにより一いっ斉せいに日本に ほ ん国こ く籍せきを喪そう失しつさせら
れました。そのため、国こ く民みん年ねん金きんや保ほ 険けんなど社しゃ会かい保ほ 障しょう制せい度ど
からも長ながい間あいだ排はい除じ ょされていました。一いっ世せいだけでなく、二に
世せいたちでも戦せん前ぜん生う まれの人ひとは学がっ校こ う 教きょう育いくをあまり受う けら
れなった人ひとが多おおく、朝ちょう鮮せん人じんであるために、就つ ける仕し 事ごとは

京京京京きょう都都都都と 府府府府ふ 宇宇宇宇う 治治治治じ 市市市市し のののの在在在在ざい日日日日にち 朝朝朝朝ちょう鮮鮮鮮鮮せん人人人人じん 集集集集しゅう落落落落らく「「「「ウウウウう トトトトと ロロロロろ 」」」」をををを 訪訪訪訪おとずれてれてれてれて    
報ほう告こく者しゃ：友とも永なが健けん吾ご （公こう益えき財ざい団だん法ほう人じん 住すみ吉よし隣りん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進しん 協きょう会かい 常じょう務む 理り 事じ ） 
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限かぎられていました。休やすみなく仕し 事ごとに奮ふん闘と うし、家か 族ぞくや隣となり近きん

所じ ょで支ささえ合あ いながら生い きてきた結むすびつきが「ウう トとロろ 」とい
う場ば 所し ょの意い 味み をつくってきました。 

ウう トとロろ の土と 地ち は低ひくく周しゅう辺へんの住じゅう宅たく地ち から雨あま水みずが流ながれ
込こ んでくるため、豪ごう雨う があると水みず浸びたしになりました。水すい道どう

が引ひ かれていなかったため、生せい活かつ用よ う水すいは井い 戸ど で汲く み上あ
げられていました。 
●土と 地ち 問もん題だいの始はじまりとウう トと ロろ を守まもるたたかい 
 戦せん後ご 40年ねんが経た ち、生せい活かつ環かん 境きょうの改かい善ぜんにやっと目め
が向む けられた時じ 期き にウう トと ロろ の人ひと々びとが 強きょう制せい立た ち退の き
を迫せまられることになりました。 

戦せん時じ 中ちゅうこの土と 地ち を所しょ有ゆうしていた国こく策さく会がい社しゃ・日に
本ほん国こく際さい航こう空くう工こう 業ぎょうは戦せん後ご 解かい体たいされ、その後こう身しんにあ
たる民みん間かん企き 業ぎょうとして日にっ産さん車しゃ体たいが地ち 権けん者しゃになって
いました。日にっ産さん車しゃ体たいは 住じゅう民みんに無む 許きょ可か で西にし日に 本ほん 殖しょく

産さんへ土と 地ち を転てん売ばいし、同どう社しゃは土と 地ち の明あ け渡わたしを求もとめ
て 京きょう都と 地ち 裁さいに提てい訴そ しました。 
 立た ち退の き裁さい判ばんでは、歴れき史し 的てき背はい景けいや居きょ 住じゅう実じっ態たい、
行ぎょう政せいの一いっ貫かんした放ほう置ち などは棚たな上あ げされました。
ウう トと ロろ の 住じゅう民みんは、居きょ 住じゅう歴れきをもとに「時じ 効こう取しゅ得とく

（20年ねん間かん、所しょ有ゆうの意い 思し をもって、平へい穏おんにかつ公こう然ぜん

と他た 人にんの物ものを占せん有ゆうした者ものは、その所しょ有ゆう権けんを取しゅ得とくす
る、という定さだめ）」（民みん法ぽう162 条じょう1項こう）を主しゅ 張ちょう

しましたが、1998年ねん1月がつ、 京きょう都と 地ち 裁さいでの判はん決けつは
敗はい訴そ となりました。 
 この裁さい判ばん闘とう争そうは、 住じゅう民みんだけではなく多おおくの支し
援えん者しゃによって進すすめられました。その動うごきは、1986
年ねんの水すい道どう敷ふ 設せつ運うん動どうに 遡さかのぼります。 京きょう都と 府ふ 宇う 治じ 市し
内ないの 住じゅう宅たく地ち に水すい道どうがない地ち 域いきがあるという水すい道どう

問もん題だいを深しん刻こくな人じん権けん問もん題だいと捉とらえ、署しょ名めい運うん動どうを展てん開かい

していました。その運うん動どうは、宇う 治じ 市し を動うごかし、
1988年ねん1月がつに初はじめて一いち部ぶ の世せ 帯たいに水すい道どうが引ひ かれた
のです。その年としの夏なつ、土と 地ち 問もん題だいが 住じゅう民みんに知し られ
始はじめました。 
 1989年ねん、 住じゅう民みんは「土と 地ち 対たい策さく委い 員いん会かい」を、支し 援えん

者しゃは「地じ 上あ げ反はん対たい！ウう トと ロろ を守まもる会かい」を結けっ成せいし、

一いち丸がんとなって歩あゆむ決けつ意い を 表ひょう明めい。 住じゅう民みんと守まもる会かい

は、 集しゅう会かいやデで モも 、パぱ レれ ーー ドど を通とおして土と 地ち 問もん題だいを
社しゃ会かいに 訴うったえました。 京きょう都と の大だい学がく生せいたちは「ウう トと
ロろ を守まもる学がく生せい青せい年ねん実じっ行こう委い 員いん会かい」を結けっ成せいし、女じょ性せい

住じゅう民みんと支し 援えん者しゃによる「ウう トと ロろ 農のう楽がく隊たい」も生う まれ
ました。 
 住じゅう民みんと支し 援えん者しゃの 訴うったえは国こっ 境きょうを越こ えて広ひろが
り、2001年ねんには国こく連れん社しゃ会かい権けん規き 約やく委い 員いん会かいから日本に ほ ん

政せい府ふ に対たいしてウう トと ロろ の立た ち退の きに関かんする懸け 念ねんが 表ひょう

明めいされました。2005年ねんには、国こく連れん人じん権けん委い 員いん会かいの
特とく別べつ報ほう告こく者しゃであるドゥど ぅ ・ドゥど ぅ ・ディエンで ぃ え ん さんがウう
トと ロろ を 訪おとずれ、翌よく年ねんの報ほう告こく書しょに「日に 本ほん政せい府ふ はウう トと
ロろ 住じゅう民みんがこの土と 地ち に住す み続つづけられる権けん利り を認みとめる
ための適てき切せつな措そ 置ち をとるべき」と記しるしました。 
 2004年ねん9月がつ、 住じゅう民みんと守まもる会かいは韓かん国こくで開かい催さいされ
た「日にっ 中ちゅう韓かん居きょ 住じゅう問もん題だい国こく際さい会かい議ぎ 」に 出しゅっ席せきし、ウう
トと ロろ の土と 地ち 問もん題だいを 訴うったえました。その 訴うったえを韓かん国こく

のマま スす コこ ミみ が大おおきく報ほう道どうし、Nえぬ Gじー Oおー団だん体たい「地ち 球きゅう

村むら同どう朋ほう連れん帯たい」が 中ちゅう心しんとなり「ウう トと ロろ 国こく際さい対たい策さく会かい

議ぎ 」を立た ち上あ げて運うん動どうを進すすめました。 
 募ぼ 金きん運動うんどうは大おおきな反 響はんきょうを呼よ び、約やく6千万円せんまんえんの
募ぼ 金きんが集あつまりました。また、韓国かんこく政せい府ふ が 2007年ねん

に 30憶おくウォンう ぉ ん （当時と う じ3億おく6千万円せんまんえん）の支し 援えん金きんを出だ
すことが決定けっていしました。その動うごきが追お い風かぜとなり
日本に ほ んの国こく土ど 交こう通つう 省しょうが 京きょう都と 府ふ と宇治市う じ し に 働はたらきか
け、ウトロう と ろ での 住じゅう 環 境かんきょう整備せ い び事業じぎょうの取と り組く みが始はじ

まりました。 
 住 民じゅうみんたちと支し 援えん者しゃの粘ねばり強づよい取と り組く みによっ
て、ウトロう と ろ 地区ち く は強 制きょうせい退去たいきょの危機き き を乗の りこえ、
新あたらしいまちづくりが始はじまりました。 
 

斎藤さいとう正まさ樹き さんのお話はなしの後あと、２つのグループぐ る ー ぷ に分わ かれ、
ウトロう と ろ 平へい和わ 祈き 念ねん館内かんないの見学けんがくとウトロう と ろ 地区ち く のフふ ィぃーー ルる ドどワわ
ーー クく を行おこないました。館内かんないの展示物て ん じ ぶ つは、ウトロう と ろ 地区ち く の成な り
立た ちから現在げんざいのことまで、わかりやすいものになっていま
した。３階かいには、「ウトロう と ろ 農のう楽隊がくたい」が使用し よ うしたチャンゴなど
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の楽がっ器き が展てん示じ され、誰だれでも触さわれるようになっていました。
屋おく 上じょうにあがると、京きょう都と 飛ひ 行こ う 場じょうの建設けんせつ予よ 定てい地ち の広ひろさを
確認かくにんすることができました。平へい和わ 祈き 念ねん館かんの前まえには駐ちゅう車しゃ

場じょうとなっている場ば 所し ょがありますが、ここでは定てい期き 的てきに
農楽のうがくの演奏えんそうや、焼や き肉に くを食た べながらの交こ う流会りゅうかいが行おこなわ
れます。 

フィールドワークふ ぃ ー る ど わ ー く では、ウトロう と ろ 地区ち く の人ひとたちが新あらたに居き ょ

住じゅうする場ば 所し ょとして建設けんせつされた市し 営えい 住じゅう宅たくが、ウトロう と ろ 平へい和わ
祈き 念ねん館かんの隣となりにありました。住環境じゅうかんきょうの保ほ 証しょうを一番いちばんに 考かんが

えたそうです。２０２１年ねん8月がつ30日にちにヘへ イい トとクく ラら イい ムむ による放ほう

火か 事じ 件けんが発生はっせいしました。その場ば 所し ょはすでに更さら地ち になって
いました。 

現在げんざいのウトロう と ろ 地区ち く は、 闘たたかいの歴れき史し から、共きょう生せいの歴れき史し
へと変か わっています。放火ほ う か事じ 件けんが起お こった時ときには、「そん
なことせんでも、一緒いっしょにご飯はん食た べながら話はなししに来き てくれ
たらよかったのにな」と話はなす人ひともいたそうです。 

『ウトロう と ろ 平へい和わ 祈き 念ねん館かんオープンお ー ぷ ん 記き 念ねんパンフレットぱ ん ふ れ っ と 2022』
を開ひらくと、「ウトロう と ろ に生い きる」「ウトロう と ろ で出会で あ う」というフふ レれ ーー
ズず が記しるされています。 

田川た が わ明子あ き こ 館長かんちょうが書か かれた「ごあいさつ」には、ウトロう と ろ

で助たすけ合あ いながら、必死ひ っ しになって子こ どもを育そだて、懸命けんめいに
生い きてきた在日ざいにち一世いっせいたちの言葉こ と ばがあります。 

「ウトロう と ろ だったから生い きてこれた」という金君子（キムき む ・
クンジャく ん じ ゃ ）さんの言葉こ と ばは、住吉すみよし部落ぶ ら くで互たがいに支ささえ合あ って生い
きてきたことと重かさなると思おもいました。 

「差別さ べ つがあるならあるで、そこに身み をさらさなければわ
かりあえないんじゃない？」「出会わなければわかりあえ
ないんじゃない？」という洪貞子（ホンほ ん ・ジョンジャじ ょ ん じ ゃ ）さんの
言葉こ と ばは、これからの運動うんどうのあり方かたについてのヒントひ ん と がある
ように思おもいました。 

最後さ い ごに、２００２年ねんに開かい催さいされたウトロう と ろ 団結だんけつ集会しゅうかいの宣せん

言げん文ぶん『オモニお も に のうた』を紹介しょうかいします。 
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みんな「 私
わたし

」だと知
し

っているから・・・・・・ 

どこかよそでは こうはいかないよ 

このまちを離
はな

れたら 

私
わたし

は 私
わたし

でなくなる・・・・・・ 
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す
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う と ろ

団結
だんけつ

集 会
しゅうかい

」 

参加者
さんかしゃ

一同
いちどう

 

【出 典しゅってん】 
『ウトロう と ろ 平和へ い わ祈念館きねんかんオープンお ー ぷ ん 記念き ね んパンフレットぱ ん ふ れ っ と 2022』 
『ウトロう と ろ  ここで生い き、ここで死し ぬ』中村なかむら一成かずなり
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イい スす ラら エえ ルる とハは マま スす の 間あいだで続つづいている戦せん争そ う―その背はい景けい、解かい決けつの方ほう向こ うを 考かんがえる 
友と も永なが健けん三ぞ うさん（公こ う益え き財ざい団だ ん法ほ う人じ ん 住すみ吉よ し隣り ん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進し ん協きょう会かい理り 事じ 長ちょう）  

現げん下か の世せ 界かい的てき関かん心しん事じ 項こ うは、10月がつ7日にちから始はじまったイい
スす ラら エえ ルる とハは マま スす の 間あいだで続つづいている戦せん争そうです。ハは マま スす に
よる民みん間かん人じんを人ひと質じちにとったり殺さつ害がいした行こ う動どう、イい スす ラら エえ ルる 国こ く

防ぼう軍ぐんによるガが ザざ における空く う爆ばくなどによる無む 差さ 別べつな武ぶ 力りょく

行こ う使し 、民みん間かん施し 設せつ（学がっ校こ うや病びょう院いんを含ふくむ）に対たいする攻こ う撃げきは、
いずれも国こ く際さい法ほうに違い 反はんする行こ う為い であり、悲ひ 惨さんな人じん道どう危き
機き を引ひ きき 起お こしています。 

今いま、国こ く際さい社し ゃ会かいに求もとめられていることは、民みん間かん人じんを標ひょう的てき

にしたすべての軍ぐん事じ 行こ う動どうを重じゅう大だいな戦せん争そう犯はん罪ざいであるとし
て非ひ 難なんするとともに、両りょう当と う事じ 者し ゃにただちに軍ぐん事じ 行こ う動どうを停てい

止し するように強つよく求もとめていくことです。また、ハは マま スす に対たいし
ては即そ く時じ 無む 条じょう件けんでの人ひと質じち解かい放ほうを、イい スす ラら エえ ルる に対たいしては、
ガが ザざ への救きゅう援えん物ぶっ資し の搬はん 入にゅうを認みとめるとともにガが ザざ の人ひと

びとをさらに犠ぎ 牲せいにするようなガが ザざ への地ち 上じょう侵しん攻こ うのいか
なる試こころみも行おこなわないように強つよく求もとめていくこことです。 

今こん回かいのハは マま スす のイい スす ラら エえ ルる に対たいする攻こ う撃げきは許ゆるしがた
い行こ う為い であることは 疑うたがう余よ 地ち がありませんが、こうした
攻こ う撃げきをうみだした背はい後ご には、以い 下か に列れっ挙き ょするようなイい スす ラら
エえ ルる 政せい府ふ によるパぱ レれ スす チち ナな 人じんに対たいする系けい統と う的てきな差さ 別べつと、
イい スす ラら エえ ルる による国こ く際さい法ほう違い 反はんのパぱ レれ スす チち ナな 領りょう土ど の継けい続ぞ く

的てきな占せん拠き ょに対たいする不ふ 満まんの鬱う っ積せきがあることを直ちょく視し すること
が必ひつ要よ うです。 
�数かず々かずの安あん全ぜん保ほ 障しょう理り 事じ 会かい決けつ議ぎ を含ふくむ国こ く連れんの度たび重かさな

る勧かん告こ くにもかかわらずイい スす ラら エえ ルる が 56年ねん間かんにわたり
パぱ レれ スす チち ナな 人じんが暮く らしてきた土と 地ち の違い 法ほうな占せん拠き ょを続つづ

けてきていること。 
�16年ねんに及およぶぶ ガが ザざ 地ち 区く の封ふう鎖さ と閉へい鎖さ によって 200万まん

人にん以い 上じょうのパぱ レれ スす チち ナな 人じんを野の 放ばなしの牢ろう獄ご く（天てん井じょうのない

牢ろう獄ご く）に閉と じ込こ め、人ひとびとを悲ひ 惨さんな状じょう況きょうにおいやって
きていること。 
�国こ く連れんの度たび重かさなる決けつ議ぎ や報ほう告こ く書し ょ、国こ く際さい司し 法ほう裁さい判ばん所し ょの

勧かん告こ く的てき意い 見けん はイい スす ラら エえ ルる の行こ う為い が国こ く際さい法ほう違い 反はん を構こ う

成せいすることを何なん度ど となく警けい告こ くしているがイい スす ラら エえ ルる は無む
視し し続つづけてきていること。 

 
日にっ本ぽん政せい府ふ は、イい スす ラら エえ ルる とパぱ レれ スす チち ナな 双そう方ほうに影えい響きょう力りょくを

行こ う使し できる立たち場ば にありますが、両りょう者し ゃに対たいして即そ く時じ 停てい戦せんと、
ハは マま スす に対たいして即そ く時じ 無む 条じょう件けんな人ひと質じち解かい放ほう 、イい スす ラら エえ ルる に
対たいして緊きん 急きゅう支し 援えん物ぶっ資し の円えん滑かつな搬はん 入にゅうの承しょう認にんとガが ザざ への
地ち 上じょう軍ぐんによる侵しん攻こ うの断だん念ねんを 働はたらきかけるよう求もとめていく
ことが必ひつ要よ うです。 

いったいなぜ、イい スす ラら エえ ルる とパぱ レれ スす チち ナな は凄せい惨さんな対たい立りつ

の歴れき史し を繰く り返かえしてきたのでしょうか。エえ ルる サさ レれ ムむ に駐ちゅう在ざい

するなど、この問もん題だいを取しゅ材ざいし続つづけてきた N H Kえぬえいちけー国こ く際さい部ぶ
の鴨かも志し 田だ 郷ごうさんがネね ッっ トと 上じょうで、この問もん題だいをわかりやすく
解かい説せつしておられます。この解かい説せつを以い 下か に紹しょう介かいします。今こん

回かいのハは マま スす とイい スす ラら エえ ルる の戦せん闘と うを分ぶん析せきし、解かい決けつの道みち筋すじを
考かんがえていくためにこの解かい説せつが一助いちじょになると思おもいます。 

なお、以い 下か に掲けい載さいした文ぶん章しょうでは地ち 図ず や写し ゃ真しん、年ねん 表ひょう等と う

は省しょう略りゃくしています。また、紙し 面めんの都つ 合ごうで段だん落ら くも詰つ めて掲けい

載さいしています。くわしくは、以い 下か をごご 覧らんください。 
 
★参さん考こ う資し 料りょう引いん用よ う先さきサさ イい トと・U R Lゆーあーるえる 
N H Kえぬえいちけーウう ェぇ ブぶ サさ イい トと 「クく ロろ ーー ズず アあ ッっ プぷ 現げん代だい  取しゅ材ざいノのーー トと ―
記き 事じ ：複ふく雑ざつな「パぱ レれ スす チち ナな 問もん題だい」元もと特と く派は 員いんが詳くわしく解かい説せつ」 
https://www.nhk.or.jp/minplus/0121/topic015.ht
ml（参さん照しょう2023.12.1） 

 
けんぞうの視し 点て ん  
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参さん考こう資し 料りょう 
パぱ レれ スす チち ナな 問もん題だいがわかる 

イいスす ラら エえ ルる とパぱ レれ スす チち ナな  対たい立りつのわけ 
 
去さ るる 10月がつ7日にちのイい スす ラら ムむ 組そ 織しきハは マま スす によるイい スす ラら エえ ルる

への大だい規き 模ぼ 攻こ う撃げきは、世せ 界かいに大おおきな衝しょう撃げきをあたえました。
これに対たいしてイい スす ラら エえ ルる 軍ぐんはパぱ レれ スす チち ナな ・ガが ザざ 地ち 区く への
空く う爆ばくを強つよめ、ハは マま スす 側がわもイい スす ラら エえ ルる に対たいし多た 数すうのロろ ケけ ッっ トと
弾だんを発はっ射し ゃ、双そう方ほうの死し 者し ゃは増ふ え続つづけています。 
 
パぱ レれ スす チち ナな 問もん題だいとは何なに？ 

昔むかしから、地ち 中ちゅう海かいの一いち番ばん、東ひがしの沿えん岸がんにある地ち 域いきのこと
を「パぱ レれ スす チち ナな 」と呼よ んでいました。 南みなみにエえ ジじ プぷ トと 、 東ひがしに
ヨよ ルる ダだ ンん があって、北きたにはシし リり アあ やレれ バば ノのンん がある場ば 所し ょで
す。このパぱ レれ スす チち ナな の地ち にあるエえ ルる サさ レれ ムむ には、ユゆ ダだ ヤや 教きょう、
キき リり スす トと 教きょう、イい スす ラら ムむ 教きょう、それぞれの聖せい地ち があります。宗しゅう

教きょう上じょうとても重じゅう要よ うな地ち 域いきです。 
この地ち では、1948年ねんにイい スす ラら エえ ルる というユゆ ダだ ヤや 人じんの国こ っ

家か ができました。その後ご は、この土と 地ち の中なかで“将しょう来らい、パぱ レれ
スす チち ナな 人じんの国こ っ家か になりたい地ち 域いき（ 東ひがしエえ ルる サさ レれ ムむ ・ヨよ ルる ダだ
ンん 川がわ西せい岸がん・ガが ザざ 地ち 区く ）を総そうじて、パぱ レれ スす チち ナな と呼よ んでいま
す。イい スす ラら エえ ルる 、パぱ レれ スす チち ナな がそれぞれ国くにとして共きょう存ぞんする
のが理り 想そうですが、イい スす ラら エえ ルる の建けん国こ くを発ほっ端たんに対たい立りつしてい
るのがパぱ レれ スす チち ナな 問もん題だいです。 
 
2 つの悲ひ 劇げき～ユゆ ダだ ヤや 人じんとパぱ レれ スす チち ナな 人じん 

パぱ レれ スす チち ナな 問もん題だいの根こん源げんは「2 つの悲ひ 劇げき」にあるとも言い
われています。1 つは、ユゆ ダだ ヤや 人じんが 2000年ねんの長ながい歴れき史し

の中なかで世せ 界かいに離り 散さんし、迫はく害がいを受う けてきた悲ひ 劇げきです。やっ
との思おもいで悲ひ 願がんの国くに（＝イい スす ラら エえ ルる ）をつくり、それを死し

守しゅしていきたい、二ふた度ど と自じ 分ぶんたちが迫はく害がいされるような歴れき

史し に戻もどりたくない。そんな強つよい思おもいをユゆ ダだ ヤや 人じんはもってい
ます。 

もう 1 つは、パぱ レれ スす チち ナな の地ち に根ね を下お ろしていた 70万まん

人にんが、イい スす ラら エえ ルる の建けん国こ くで故郷ふるさとを追お われたという、パぱ レれ スす
チち ナな 人じんの悲ひ 劇げきです。いまパぱ レれ スす チち ナな 人じんが住す んでいるのは、

ヨよ ルる ダだ ンん 川がわ西せい岸がんとガが ザざ 地ち 区く という場ば 所し ょです。国くににはなれ
ないまま、イい スす ラら エえ ルる の占せん領りょう下か におかれているのが現げん状じょう

です。周しゅう辺へんの国くににも多おおくく が難なん民みんとして暮く らしています。 
ガが ザざ 地ち 区く は、日に 本ほんの種たね子が 島しまほどの面めん積せきに約やく200万まん人にん

が住す んん でで います。非ひ 常じょうに人じん口こ う密みつ度ど が高たかく、塀へいやフふ ェぇ ンん スす
で囲かこまれ、人ひとやモも ノの の厳きびしい封ふう鎖さ が続つづいていることから
「天てん井じょうのない監かん獄ご く」とも呼よ ばれています。イい スす ラら エえ ルる と武ぶ
力りょく衝しょう突とつがあると、空く う爆ばくを受う けて亡な くなる人ひともたくさんい
るし、地ち 域いき一いっ帯たいが瓦が 礫れきになって、住じゅう宅たくや道どう路ろ 、水すい道どうなど
のイい ンん フふ ラら も破は 壊かいされます。国こ く連れんが学がっ校こ うや病びょう院いんを運うん営えいし
たり、食しょく料りょうを無む 料りょうで配くばったりしているけど、我われ々われが当あ た
り前まえに思おもっているような最さい低てい限げんの生せい活かつさえできない状じょう

況きょうです。一いっ方ぽう、ヨよ ルる ダだ ンん 川がわ西せい岸がんは完かん全ぜんな自じ 由ゆうはないもの
の、今いまはイい スす ラら エえ ルる から物ぶっ資し や資し 金きんが入はいり、許き ょ可か があれ
ばイい スす ラら エえ ルる 側がわに働はたらきに出で ることもできます。 

ただ、ヨよ ルる ダだ ンん 川がわ西せい岸がんには入にゅう植しょく地ち という問もん題だいがありま
す。パぱ レれ スす チち ナな にユゆ ダだ ヤや 人じん が住す み着つ いてイい スす ラら エえ ルる の
土地と ち として既き 成せい事じ 実じつ化か したのが入にゅう植しょく地ち です。ヨよ ルる ダだ ンん
川がわ西せい岸がんを中ちゅう心しんに約やく130 か所し ょあり、40万まん人にんのユゆ ダだ ヤや 人じん

入にゅう植しょく者し ゃが住す んでいるといわれています。パぱ レれ スす チち ナな 人じんの
住じゅう宅たくやオお リり ーー ブぶ 畑ばたけをなぎ倒たおして土と 地ち を収しゅう用よ うすることも
しばしばありました。ひとたび居い 座すわると、なかなか立た ち退の く
ことはありません。 
    
問もん題だいのきっかけはイいスす ラら エえ ルる 建けん国こ く 

2000年ねんの迫はく害がいの歴れき史し を経へ て 
どうしてイい スす ラら エえ ルる はこの土と 地ち で建けん国こ くされたのか。それ

を知し るる には、2000年ねん前まえに歴れき史し を 遡さかのぼる必ひつ要よ うがあります。 
パぱ レれ スす チち ナな の地ち には、ユゆ ダだ ヤや 教きょうを信しんじるユゆ ダだ ヤや 人じんの王おう

国こ くがありました。しかし、この国くには 2000年ねんほど前まえにロろ ーー
マま 帝てい国こ くに滅ほろぼされてしまいます。このとき、ユゆ ダだ ヤや 人じんは、パぱ
レれ スす チち ナな を追お い出だ されて世せ 界かいに散ち り散ぢ りになります。これ
を「デで ィぃアあ スす ポぽ ラら 」と言い います。 

その後ご パぱ レれ スす チち ナな の土と 地ち の支し 配はい者し ゃは、歴れき史し に応おうじて変か
わっていきますが、アあ ラら ブぶ 人じん、今いまで言い うパぱ レれ スす チち ナな 人じんが住す
み続つづけることになりました。散ち り散ぢ りになったユゆ ダだ ヤや 人じんはヨよ
ーー ロろ ッっ パぱ や中ちゅう東と う、アあ フふ リり カか で暮く らすことになります。ただ、
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特と くにヨよ ーー ロろ ッっ パぱ では差さ 別べつや迫はく害がいに苦く るしむことになりまし
た。 

ユゆ ダだ ヤや 教きょうの国くにで新あたらしい教おしえを広ひろめたのがイエス・キき
リり スす トと です。彼かれはユゆ ダだ ヤや 教きょうの聖せい職しょく者し ゃたちと対たい立りつし、十じゅう字じ

架か にかけられてしまいました。このため、のちにヨよ ーー ロろ ッっ パぱ
でキき リり スす トと 教きょうが広ひろがると、ユゆ ダだ ヤや 人じんはキき リり スす トと を処し ょ刑けいした
人ひとたちとみなされ、差さ 別べつや迫はく害がいの対たい象しょうになってしまいま
す。ユゆ ダだ ヤや 人じんはそれぞれの土と 地ち で、普ふ 通つうの人ひとがなかなか
就つ かないような仕し 事ごとに就つ かざるを得え ませんでした。その
代だい 表ひょう例れいが金きん融ゆう 業ぎょうです。やがて金きん融ゆう 業ぎょうの需じゅ要よ うが増ま すに
つれ、その土と 地ち 土と 地ち で富とみを握にぎるようになります。また、昔むかし

から自じ 分ぶんたちの宗しゅう教きょうを守まもるのに熱ねっ心しんで、子こ どもの教きょう育い く

にも力を入れてきました。識しき字じ 率りつが高たかく、知ち 識しき階かい 級きゅうの中なか

でも影えい響きょう力りょくを持も つようになります。いろいろなことが重かさ

なって、疫えき 病びょうなどの災さい難なんが起お きるとユゆ ダだ ヤや 人じんを迫はく害がいする、
という歴れき史し が繰く り返かえされてきました。 

迫はく害がいが続つづくなか、19世せい紀き にユゆ ダだ ヤや 人じんたちのなかで、か
つて王おう国こ くがあったパぱ レれ スす チち ナな の地ち に戻もどろう、国くにをつくろう
という運うん動どうが起お こります。これを「シし オお ニに ズず ムむ 運うん動どう」と言い い
ます。それが現げん実じつ化か してくるのが第だい1次じ 世せ 界かい大たい戦せんの時と きで
す。イい ギぎ リり スす が「ユゆ ダだ ヤや 人じんの国こ っ家か 建けん設せつを支し 持じ します」と約やく

束そ くして。ユゆ ダだ ヤや 系けいの財ざい閥ばつ、ロろ スす チち ャゃ イい ルる ドど から資し 金きん援えん助じ ょを
引ひ き出だ そうという狙ねらいです。 

一いっ方ぽうイい ギぎ リり スす は、当と う時じ パぱ レれ スす チち ナな を含ふく むアあ ラら ブぶ 地ち 域いきを
支し 配はいしていたオお スす マま ンん 帝てい国こ くを切き り崩くずすため、アあ ラら ブぶ 人じんにも
「オお スす マま ンん 帝てい国こ くと 戦たたかえば、独ど く立りつ国こ っ家か をつくる」と約やく束そ くしま
す。さらに盟めい友ゆうのフふ ラら ンん スす とは、この地ち 域いきを山やま分わ けする密みつ

約やくも結むすんでいたのです。歴れき史し 上じょう、悪あく名めい高たかい「三さん枚まい舌じた外がい

交こ う」と呼よ ばれるものです。 
結けっ局きょく、オお スす マま ンん 帝てい国こ くの領りょう土ど は、イい ギぎ リり スす とフふ ラら ンん スす が山やま

分わ けすることになりました。ユゆ ダだ ヤや 人じんは「だまされた」と思おも

いつつ、パぱ レれ スす チち ナな の地ち に移うつり住す む動うごきを強つよめていきま
す。 

そして、最さい後ご の決き め手て となったのが、ナな チち スす ・ドどイい ツつ によ
るホほ ロろ コこ ーー スす トと です。600万まん人にんのユゆ ダだ ヤや 人じんが殺さつ害がいされま
した。 

もう二に 度ど とユゆ ダだ ヤや 人じんが迫はく害がいされることはあってはなら
ないと、悲ひ 願がんの国くにをつくる思おもいを強つよめていったのです。ナな
チち スす の犠ぎ 牲せい者し ゃになったユゆ ダだ ヤや 人じんへの同どう 情じょうもあり、1947
年ねんには「パぱ レれ スす チち ナな の地ち に国くにをつくらせよう」という国こ く連れん

決けつ議ぎ が採さい択たくされました。 
    
パぱ レれ スす チち ナな 分ぶん割かつ決けつ議ぎ  

1947年ねんに国こ く連れん総そう会かいが採さい択たく。パぱ レれ スす チち ナな の地ち を、ユゆ ダだ
ヤや 人じんとアあ ラら ブぶ 人じんの 2国こ くに分わ けたうえでエえ ルる サさ レれ ムむ を国こ く際さい

管かん理り 下か に置お く。当と う時じ 、この土と 地ち のユゆ ダだ ヤや 人じんが占し める割わり合あい

は、全ぜん人じん口こ うの 3分ぶんの 1 だったが、56 %ぱーせんとの土と 地ち が与あたえ
られることになった。 

そして翌よ く年と しには、ユゆ ダだ ヤや 人じんがイい スす ラら エえ ルる の建けん国こ くを宣せん言げん

します。パぱ レれ スす チち ナな 側がわからすると広こ う大だいな土と 地ち を取と られてし
まうため、「勝かっ手て に国くにをつくられるのはおかしい」と反はん発ぱつし
ました。建けん国こ くの翌よ く日じつ（1948年ねん5月がつ15日にち）には周しゅう辺へんのアあ
ラら ブぶ 諸し ょ国こ くがイい スす ラら エえ ルる に攻せ め込こ みました。これが第だい1次じ

中ちゅう東と う戦せん争そうです。 
 

イいスす ラら エえ ルる が「被ひ 害がい者しゃ」から「加か 害がい者しゃ」へ 
イい スす ラら エえ ルる は最さい初し ょは苦く 戦せんしましたが、国こ く連れんの分ぶん割かつ決けつ議ぎ

で認みとめられた土と 地ち は死し 守しゅしました。その状じょう態たいで国くにを少すこし
ずつつくっていきますが、パぱ レれ スす チち ナな は相あい変か わらず国くににな
らない状じょう態たい。周しゅう辺へんのアあ ラら ブぶ 諸し ょ国こ くは、イい スす ラら エえ ルる に対たいする
憎に くしみを募つのらせながら緊きん 張ちょう状じょう態たいが続つづきました。中なかでも
決けっ定てい的てきだったのが、1967年ねんの第だい3次じ 中ちゅう東と う戦せん争そうです。 

イい スす ラら エえ ルる は、戦せん争そう前まえまで認みとめられていた休きゅう戦せんラら イい ンん
を越こ ええ てて 、国こ く際さい法ほう 上じょう、認みとめられていないところまで占せん領りょう

したのです。この時と きイい スす ラら エえ ルる は事じ 実じつ 上じょう「パぱ レれ スす チち ナな 」と
呼よ ばれていた土と 地ち のすべてを、統と う治ち 下か に置お くことになっ
たのです。 

入にゅう植しょく地ち の建けん設せつも、これ以い 降こ う加か 速そ くします。占せん領りょう地ち での
入にゅう植しょく活かつ動どうは、国こ く際さい法ほうに違い 反はんする行こ う為い です。こうしたこと
から、それまで国こ く際さい的てきには「被ひ 害がい者し ゃ」とみられていたイい スす
ラら エえ ルる は占せん領りょう者し ゃとなり、ある意い 味み 「加か 害がい者し ゃ」としてみられ
るようになります。 
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結けっ局きょく25年ねん間かんで 4回かいも戦せん争そうが繰く りり 返かえされるのですが、
毎まい度ど イい スす ラら エえ ルる が軍ぐん事じ 的てきに圧あっ倒と うしました。 
    
パぱ レれ スす チち ナな の蜂ほう起き とテて ロろ 、世せ 界かいに募つのる危き 機き 感かん 

戦せん争そうに負ま け続つづけたアあ ラら ブぶ 側がわ、パぱ レれ スす チち ナな 側がわは、このまま
では耐た えられないと「イい ンん テて ィぃフふ ァぁ ーー ダだ 」と呼よ ばれる住じゅう民みん

の抵てい抗こ う運うん動どうが広ひろがっていきます。住じゅう民みんがイい スす ラら エえ ルる 軍ぐんに
石いしを投な げて抵てい抗こ うするのです。 

一いっ方ぽう、パぱ レれ スす チち ナな の外そとでは、アあ ラら フふ ァぁ トと議ぎ 長ちょう率ひきいるPぴー Lえる

Oおー=パぱ レれ スす チち ナな 解かい放ほう機き 構こ うという組そ 織しきが各かく地ち でイい スす ラら エえ ルる
に対たいする武ぶ 装そう闘と う争そうを展てん開かいします。 

そしてもう 1 つ、大おおきな動うごきがあります。1991年ねんにイい ラら
クく で起お きた湾わん岸がん戦せん争そう、イい ラら クく がクく ウう ェぇ ーー トと に侵しん攻こ うしたこと
がきっかけで起お きた戦せん争そうです。当と う時じ のイい ラら クく のサさ ダだ ムむ ・フふ
セせ イい ンん 大だい統と う 領りょうは旗はた色いろが悪わるくなる中なかで「アあ ラら ブぶ の正せい義ぎ のた
めにパぱ レれ スす チち ナな を解かい放ほうする」と言い い出だ して、はるか遠とおくの
イい スす ラら エえ ルる にミみサさ イい ルる を数すう 十じゅう発はつも発はっ射し ゃしました。アあ ラら ブぶ 世せ
界かいの同どう 情じょうを集あつめようとしたのです。これをきっかけに国こ く

際さい社し ゃ会かいから「パぱ レれ スす チち ナな 問もん題だいを解かい決けつしないと何なにが起お きる
かわからない」と事じ 態たい打だ 開かいを求もとめる声こえが高たかまります。そし
て、その後ご の歴れき史し 的てきな合ごう意い =オお スす ロろ 合ごう意い へと向む かってい
くことになります。 
 
なぜ対たい立りつが続つづく？ オお スす ロろ 合ごう意い ・崩くずれた和わ 平へいへの希き 望ぼう 
歴れき史し 的てきなオお スす ロろ 合ごう意い  

1993年ねん、アあ メめリり カか とノのルる ウう ェぇ ーー の仲ちゅう介かいで、イい スす ラら エえ ルる ・
パぱ レれ スす チち ナな 双そう方ほうのトとッっ プぷ により交か わされたのが、パぱ レれ スす チち
ナな 暫ざん定てい自じ 治ち 合ごう意い 、いわゆるオお スす ロろ 合ごう意い です。パぱ レれ スす チち ナな
に暫ざん定てい自じ 治ち 区く を設せっ置ち して、いずれはイい スす ラら エえ ルる 、パぱ レれ スす チち
ナな の双そう方ほうが共きょう存ぞんすることを目め 指ざ しましょうという内ない容よ うです。 

和わ 平へい交こ う 渉しょうの期き 限げんとされていた 2000年ねんまでは楽ら っ観かん論ろん

が広ひろがっていました。双そう方ほうの人ひとたちの多おおくが、共きょう存ぞんできる
夢ゆめのような時じ 代だいがくるのではないかと思おもっていたのです。 
    
崩くずれた和わ 平へいへの希き 望ぼう 

ところが、2000年ねん9月がつ、当と う時じ 右う 派は の政せい治じ 家か でのちに
首しゅ 相しょうになるシし ャゃ ロろ ンん 氏し が、エえ ルる サさ レれ ムむ のイい スす ラら ムむ 教きょうの聖せい

地ち に足あしを踏ふ み入い れてしまいます。 
エえ ルる サさ レれ ムむ の旧きゅう市し 街がいには「嘆なげきの壁かべ」というユゆ ダだ ヤや 教きょう

の聖せい地ち がありますが、その上う え側がわに「岩いわのドどーー ムむ 」というイい
スす ラら ムむ 教きょうの聖せい地ち があります。同おなじ構こ う造ぞう物ぶつの壁かべと天てん井じょうが、
ユゆ ダだ ヤや 教きょうの聖せい地ち とイい スす ラら ムむ 教きょうの聖せい地ち としてくっついてい
るのです。 

シし ャゃ ロろ ンん 氏し は大おお勢ぜいの警けい察さつ官かんに守まもられながら「嘆なげきの壁かべ」
の上う え側がわにある階かい段だんを上のぼり「岩いわのドどーー ムむ 」を一ひと回まわりして帰かえっ
てきました。「私わたしは平へい和わ の使し 者し ゃだ」と言い って。礼れい拝はい 中ちゅうだっ
たイい スす ラら ムむ 教きょう徒と は、それを見み て暴ぼう徒と 化か しました。そして今こん

度ど はイい スす ラら エえ ルる の警けい察さつがそれを 力ちからずくで鎮ちん圧あつし、死し 傷しょう

者し ゃが出で たのです。これをきっかけに、各かく地ち で激はげしい衝しょう突とつ

が始はじまってしまいます。約やく7年ねんもの歳さい月げつをかけて築きずき上あ げ
てきた和わ 平へいへの希き 望ぼうが、わずか数すう日じつで崩くずれていきました。
これを導どう火か 線せんに、暴ぼう力りょくの応おう 酬しゅうが始はじまりました。イい スす ラら エえ
ルる の街まち中なかでは、バば スす が吹ふ き飛と ばされるような爆ばく弾だんテて ロろ が
起お きるようになりました。これに対たいしし てて イい スす ラら エえ ルる は、パぱ レれ
スす チち ナな の過か 激げき派は の拠き ょ点てんを空く う爆ばくします。 

衝しょう突とつが長ちょう期き 化か していく中なか、イい スす ラら エえ ルる の世せ 論ろんが右う 傾けい

化か し、選せん挙き ょであのシし ャゃ ロろ ンん 氏し が首しゅ 相しょうになります。シし ャゃ ロろ ンん
氏し は、ヨよ ルる ダだ ンん 川がわ西せい岸がんの境きょう界かいに食く い込こ むように分ぶん離り 壁へき

をつくりました。テて ロろ リり スす トと がイい スす ラら エえ ルる 側がわに入はいってこない
ようにするためのものです。高たかさは、最もっとも高たかいところで 8
メめーー トとルる 、全ぜん 長ちょうは 700キき ロろ 以い 上じょうにもなります。 

この壁かべができて、テて ロろ が減へ ったことをきっかけに、危き 害がい

がないなら交こ う 渉しょうはもういいじゃないか、という 考かんがえ方かたが
イスラエル側い す ら え る が わ で広ひろがっていきます。持じ 続ぞ く的てきな国くにを作つくるた
めには和わ 平へいしか手しゅ段だんがない、という 考かんがえ方かたが次し 第だいに失うしな

われていったのです。 
    
パレスチナぱ れ す ち な の分裂ぶんれつとハマスは ま す の台頭たいとう 

パぱ レれ スす チち ナな 側がわでは、オお スす ロろ 合ごう意い 後ご 、暫ざん定てい自じ 治ち 政せい府ふ のトと
ッっ プぷ としてパぱ レれ スす チち ナな をまとめていたアあ ラら フふ ァぁ トと議ぎ 長ちょうが
2004年ねんに亡な くなります。後あとを継つ いだのはアあ ラら フふ ァぁ トと議ぎ 長ちょう
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と同おなじ、穏おん健けん派は の政せい治じ 勢せい力りょく「フふ ァぁ タた ハは 」に属ぞ くしていたアあ ッっ
バば スす 議ぎ 長ちょうです。 

和わ 平へい派は の指し 導どう者し ゃとして期き 待たいされましたが、過か 激げき派は を抑おさ

えるだけの 力ちからがなかったというのが大たい半はんの評ひょう価か です。
それで、イい スす ラら ムむ 組そ 織しきの「ハは マま スす 」に 2006年ねんの議ぎ 会かい選せん挙き ょ

で負ま けてしまいます。「ハは マま スす 」とは、イい スす ラら ムむ 教きょうの教おしえを
厳げん格かくに守まもろうという人ひとたちで、ガが ザざ 地ち 区く を中ちゅう心しんにパぱ レれ スす
チち ナな の解かい放ほうを訴うったえています。「過か 激げき派は 」と呼よ ぶ人ひとも多おおい
のですが、軍ぐん事じ 部ぶ 門もんでイい スす ラら エえ ルる と武ぶ 装そう闘と う争そうを続つづける一いっ

方ぽう、慈じ 善ぜん活かつ動どうや教きょう育い く支し 援えんで貧まずしい人ひとの生せい活かつを支ささえたり
もしています。そのハは マま スす は選せん挙き ょに勝か ったあと、2007年ねん

からガが ザざ 地ち 区く を独ど く自じ に支し 配はいするようになってしまいます。 
一いっ方ぽう、ヨよ ルる ダだ ンん 川がわ西せい岸がんはイい スす ラら エえ ルる と和わ 平へい交こ う 渉しょうを続つづけ

るという立たち場ば をとっている「フふ ァぁ タた ハは 」が統と う治ち を続つづけていま
す。パぱ レれ スす チち ナな が一いっ体たいではなくなってしまったのです。この
ため、パぱ レれ スす チち ナな 内ないでの和わ 平へいへの足あし並な みがそろわなく
なってしまいます。その結けっ果か 、和わ 平へい交こ う 渉しょうそのものが、ほと
んど 行おこなわれなくなりました。イい スす ラら エえ ルる 側がわも、パぱ レれ スす チち ナな
側がわにやる気き がないのなら別べつに急いそがない、という態たい度ど です。
フふ ァぁ タた ハは がやる気き でも、ハは マま スす がテて ロろ を繰く り返かえすのであれ
ば、そんな連れん 中ちゅうとは話はなしができないというような。結けっ局きょく、今いま

のまま現げん状じょう維い 持じ でいこうという力ちからのほうが強つよく 働はたらいて
きたのです。 

その後ご は今いまに至いたるまで、事こ とあるごとに衝しょう突とつが起お きてき
ました。ハは マま スす がガが ザざ 地ち 区く からイい スす ラら エえ ルる に向む けてロろ ケけ ッっ
トと弾だんを撃う ち、イい スす ラら エえ ルる が報ほう復ふくとして空く う爆ばくすることの繰く り
返かえしです。 
    
解かい決けつへの道みち筋すじは？ 国こ く際さい社しゃ会かいの関かかわわ り 

世せ 界かい 中じゅうの国くに々ぐにがこの土と 地ち と結むすびついてしまっているこ
とも、問もん題だいを 難むずかしくしています。 

 
アあ メめリり カか がイいスす ラら エえ ルる 寄よ りなワわ ケけ  

20世せい紀き に入はいって、アあ メめリり カか には、ヨよ ーー ロろ ッっ パぱ で迫はく害がいされ
ていた、たくさんのユゆ ダだ ヤや 人じんが逃のがれ移うつり住す んできました。
アあ メめリり カか の全ぜん人じん口こ う3億おく人にん余あまりのうちユゆ ダだ ヤや 系けいは約やく500万まん

人にん。政せい財ざい界かい・学がっ会かい、様さま々ざまなところに影えい響きょう力りょくを持も つ優ゆう 秀しゅうな

人じん物ぶつを輩はい 出しゅつしています。さらにアあ メめリり カか には、政せい界かいにイい スす
ラら エえ ルる の利り 益えきをなるべく反はん映えいさせるように働はたらきかける大おお

きなユゆ ダだ ヤや 系けいのロろ ビび ーー 団だん体たいがあります。大だい統と う 領りょう選せん挙き ょでは
民みん主しゅ党と うも共きょう和わ 党と うも選せん挙き ょ資し 金きんを目め 当あ てに、ユゆ ダだ ヤや 系けいロろ ビび
ーー に気き をつかうところがあります。このため、民みん主しゅ党と う・共きょう

和わ 党と うともに影えい響きょうを受う けるのです。 
こうした背はい景けいもあって、アあ メめリり カか は中ちゅう東と う戦せん争そう以い 来らい、イい スす

ラら エえ ルる に巨き ょ額がくの軍ぐん事じ 援えん助じ ょを続つづけています。イい スす ラら エえ ルる の
立たち場ば や治ち 安あんを守まもり、国こ っ家か として存そん続ぞ くできるようにする、と
いうのが民みん主しゅ党と う政せい権けん・共きょう和わ 党と う政せい権けんを問と わず、共きょう通つうして
いるのです。 
 
トと ラら ンん プぷ 政せい権けんで和わ 平へいは絶ぜつ望ぼう的てきに 

一いち番ばん極きょく端たんだったのはアあ メめリり カか 大たい使し 館かんをエえ ルる サさ レれ ムむ に移い
設せつしたことです。イい スす ラら エえ ルる はエえ ルる サさ レれ ムむ が首しゅ都と だと主しゅ

張ちょうしていますが、国こ く際さい法ほう 上じょう、占せん領りょうは認みとめられていません。
ところが、トとラら ンん プぷ 政せい権けんは大たい使し 館かんをエえ ルる サさ レれ ムむ に移い 設せつ。一いっ

方ぽうでパぱ レれ スす チち ナな への支し 援えんを打う ち切き るなど、露ろ 骨こつにイい スす ラら
エえ ルる 寄よ りの政せい策さ くをとりました。このため、ただでさえ止と まっ
ていた和わ 平へい交こ う 渉しょうは、ますます進すすまなくなってしまいました。 

バば イい デで ンん 大だい統と う 領りょうは、パぱ レれ スす チち ナな 問もん題だいに取と り組く む姿し 勢せいを
見み せ、中ちゅう東と う和わ 平へいに取と り組く むだろうという多おおくの人ひとの期き 待たい

のもとに就しゅう任にんしました。ただ、現げん実じつ問もん題だい、アあ メめリり カか の外がい交こ う

政せい策さ くはなんといっても対たい 中ちゅう国ご くが最さい優ゆう先せんです。中東ちゅうとうでは、
トとラら ンん プぷ 政せい権けんがご破は 算さんにしたイい ラら ンん との核かく合ごう意い をいま一いち

度ど 結むすび直なおすという課か 題だいの方ほうが優ゆう先せん 順じゅん位い としては、パぱ レれ スす
チち ナな 問もん題だいは後あと回まわしになっているのが実じつ 情じょうです。 
 
「アあ ラら ブぶ の大たい義ぎ 」に変へん化か も…… 

一いっ方ぽうで、パぱ レれ スす チち ナな を支し 援えんしてきたアあ ラら ブぶ 諸し ょ国こ くにも変へん

化か が生う まれます。エえ ジじ プぷ トと とヨよ ルる ダだ ンん 以い 外がいのアあ ラら ブぶ 諸し ょ国こ くは
みな「パぱ レれ スす チち ナな 問もん題だいが解かい決けつするまではイい スす ラら エえ ルる は認みと

められない」という立たち場ば でした。ところが、トとラら ンん プぷ 政せい権けん時じ

代だいに和わ 平へい交こ う 渉しょう再さい開かいが絶ぜつ望ぼう的てきになった中なか、U A Eゆーえーいー=アあ ラら
ブぶ 首しゅ 長ちょう国こ く連れん邦ぽうやバば ーー レれ ーー ンん が立た て続つづけにイスラエルい す ら え る と
国こ っ交こ うを結むすんだのです。 
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今いまでは、アあ ラら ブぶ の盟めい主しゅを名な 乗の るサさ ウう ジじ アあ ラら ビび アあ も、イい スす
ラら エえ ルる との国こ っ交こ う正せい常じょう化か を模も 索さ くしていると言い われています。 

パぱ レれ スす チち ナな 問もん題だいが全まったく動うごかない中なか、イい スす ラら エえ ルる として
はパぱ レれ スす チち ナな を飛と び越こ えてアあ ラら ブぶ の一いち部ぶ と和わ 解かいできれば
国こ く際さい社し ゃ会かいの中なかでの活かつ路ろ が開ひらけると 考かんがえました。そこをう
まい具ぐ 合あいに当と う時じ のトとラら ンん プぷ 大だい統と う 領りょうが取と り持も ったのです。
このあと、スす ーー ダだ ンん やモも ロろ ッっ コこ といった、アあ フふ リり カか のイい スす ラら ムむ
教きょうの国くにも続つづきます。パぱ レれ スす チち ナな 問もん題だいが解かい決けつするまではイい
スす ラら エえ ルる を認みとめないと言い っていた「アあ ラら ブぶ の大たい義ぎ 」の鉄てっ

則そ くが崩くずれていったわけです。パぱ レれ スす チち ナな 人じんは裏う ら切ぎ りだと
怒おこりました。 

イい スす ラら エえ ルる とアあ ラら ブぶ 諸し ょ国こ くの一いち部ぶ が和わ 解かいした、対たい立りつ関かん係けい

に風かざ穴あなを開あ けたという点てんでは評ひょう価か できる面めんもあります。
一いっ方ぽう、パぱ レれ スす チち ナな 問もん題だいが解かい決けつしないまま置お き去ざ りにされ
てよいのかと思おもっている人ひとたちもいて、プぷ ラら スす の面めんとマま イい
ナな スす の面めんがあります。物もの事ごとがより複ふく雑ざつになってしまったの
です。 
    
国こ く際さい機き 関かんには限げん界かいも…… 

国こ く際さい機き 関かんはどう対たい応おうしてきたのか。国こ く連れんの機き 関かんが懸けん

命めいに、人じん道どう支し 援えんなどの努ど 力りょくをしても、実じ っ際さいに物もの事ごとが決き ま
る安あん全ぜん保ほ 障しょう理り 事じ 会かいではアあ メめリり カか がイい スす ラら エえ ルる を擁よ う護ご する
わけです。 

イい スす ラら エえ ルる がガが ザざ 地ち 区く に侵しん攻こ うするたびに、国こ く連れんの安あん全ぜん

保ほ 障しょう理り 事じ 会かいではアあ ラら ブぶ 諸し ょ国こ くが非ひ 難なん決けつ議ぎ を採さい択たくしようと
しますが、アあ メめリり カか が拒き ょ否ひ 権けんを発はつ動どうして、それをつぶしてき
ました。昔むかしガが ザざ で取しゅ材ざいしていた時と き、こうしたことで、イい スす ラら

エえ ルる が軍ぐん事じ 攻こ う撃げきを続つづけ、大おお勢ぜいの人ひとが亡な くなるのを目も く撃げきし
ました。 

その 10年ねん後ご に、アあ メめリり カか が安あん保ぽ 理り で拒き ょ否ひ 権けんを行こ う使し す
る現げん場ば を取しゅ材ざいした際さい、現げん状じょうの国こ く連れんのシし スす テて ムむ では現げん地ち
の悲ひ 惨さんな状じょう況きょうを救す くうことは 難むずかしいと感かんじました。 
 
解かい決けつへの道みち筋すじは 

パぱ レれ スす チち ナな 問もん題だいは、世せ 界かいが置お き去ざ りにしているのが現げん

状じょうですが、はっきりしているのは、ガが ザざ 地ち 区く には、今いまも必ひつ

要よ う最さい低てい限げんの生せい活かつさえできない人ひとたちがいるということで
す。希き 望ぼうすらなくなり、イい スす ラら エえ ルる に占せん領りょうされ抑よ く圧あつされた
状じょう態たいで暮く らすのが正せい常じょうかといえば決けっしてそんなことは
ありません。 

また、ヨよ ルる ダだ ンん 川がわ西せい岸がんでは、入にゅう植しょく地ち がまだら状じょうに広ひろ

がっていて、40万まん人にんのユゆ ダだ ヤや 人じん 入にゅう植しょく者し ゃがこの土と 地ち に住す
み続つづけています。本ほん来らいパぱ レれ スす チち ナな 人じんが望のぞんでいた土と 地ち を
取と り戻もどす見み 通とおしは到と う底ていたたない、将しょう来らい像ぞうが描えがけなくなっ
ているのです。 

今こん回かいのハは マま スす による大だい規き 模ぼ な攻こ う撃げきがイい スす ラら エえ ルる 側がわに
多おおくの死し 傷しょう者し ゃを出だ し人ひと質じちが取と られていることは、決けっして
許ゆるされるものではありません。一いっ方ぽうで、イい スす ラら エえ ルる による
占せん領りょうやガが ザざ 地ち 区く の封ふう鎖さ が続つづいてきたことが、今こん回かいのよう
な悲ひ 劇げきを招まねいたというのも事じ 実じつです。 

パぱ レれ スす チち ナな 問もん題だいの解かい決けつがいかに困こん難なんだとしても、それ
を放ほう置ち し続つづける限かぎり、将しょう来らいにわたって混こん乱らんや対たい立りつの火ひ 種だね

が残のこり続つづける。国こ く際さい社し ゃ会かいはいまその現げん実じつと 改あらためて向む き
合あ わなければならないのだと思おもいます。 

  

コラムこ ら む  
イスラエルい す ら え る とハマスは ま す との 間あいだでくりひろげられている戦闘せ ん と うを直視ち ょ く しした時と き、両者りょうしゃに水平社すいへいしゃ宣言せんげんの中なかにある
「人ひとの世よ の冷つめたさが何ど んなに冷つめたいか、人間にんげんを勦いたはる事こ とが何なんであるかをよく知し っている吾々われわれは、心こころから
人生じんせいの熱ねつと 光ひかりを願がん求ぐ 礼讃らい さんするものである」との精神せいしんから学まなんで欲ほ しいと訴うったえたいと思おもいます。とりわけ
差別さ べ つ と迫害はくがいをいやというほど体験たいけんしてきた者ものこそが、仕返し か え しをするのではなく、一切い っ さ いの差別さ べ つ と迫害はくがいをなく
す立場た ち ばに立た つんだという精神せいしんです。 
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2023年ねん1月がつに住すみ吉よし地ち 区く の各かく 住じゅう宅たくに若わかい男だん性せいらが次つぎ

々つぎと訪ほう問もん。「住じゅう宅たく用よ う火か 災さい警けい報ほう器き が寿じゅ 命みょうを迎むかえており、放ほう

置ち すると法ほう律りつ違い 反はんになる」などと言こ と葉ば 巧たくみにまくしたて、
「電でん池ち 交こ う換かん料りょう」などの名めい目も くで数すう万まん円えんを集しゅう金きんしていくと
いう事じ 案あんがありました。 

不ふ 審しんに思おもった住じゅう民みん家か 族ぞ くから隣保館り ん ぽ か んに連絡れんらくがあったの
で自治会じ ち か い として業ぎょう者し ゃに会あ い、事情じ じ ょ うを聞き きました。業ぎょう者し ゃは
「決けっして違い 法ほうではない」、「むしろ消しょう防ぼう署し ょでも交こ う換かんは義ぎ 務む
だと啓けい発はつしている」などと主しゅ 張ちょうしましたが、（仮かりにただち
に違い 法ほう行こ う為い と断だん定ていするにはいたらなくても）住じゅう民みんが不ふ 安あん

を訴うったえるような事じ 態たいがあれば、自じ 治ち 会かいとしてはやめさせ
ることになるとクく ギぎ をさしました。住すみ吉よし警けい察さつ署し ょにも事じ 態たいを
伝つたえ、現げん場ば で業ぎょう者し ゃに対たいする警けい察さつ官かんの事じ 情じょう聴ちょう取しゅをしても
らいました（下した：住じゅう宅たく管かん理り セせ ンん タた ーー チち ラら シし ）。 

同どう時じ に、大おお阪さか市し 消しょう費ひ 者し ゃセせ ンん タた ーー に相そう談だんし、訪ほう問もん販はん売ばい

にかんするクく ーー リり ンん グぐ オお フふ （契けい約やく解かい除じ ょ）の手て 続つづきなどにつ
いて確かく認にんしました。隣りん保ぽ 館かんとも事じ 情じょうを共きょう有ゆうし、住じゅう民みんから
の問と い合あ わせに対たい応おう。隣りん保ぽ 館かん窓まど口ぐちでクく ーー リり ンん グぐ オお フふ 手て 続つづ

きを支し 援えんしてもらいました。 
一いっ方ぽう、自じ 治ち 会かいでは、

玄げん関かんに表ひょう示じ する「訪ほう

問もん販はん売ばいお 断ことわり」シし ーー
ルる を緊きん 急きゅう制せい作さ く し、希き
望ぼう する住じゅう民みんに配はい布ふ 。
同おなじような事じ 案あんの再さい

発はつ防ぼう止し に努つとめました。 
最さい近きんになってこの業ぎょう者し ゃが詐さ 欺ぎ 行こ う為い で逮たい捕ほ されたと報ほう

道どうがありました。電でん池ち 交こ う換かんと称しょうして使つかい古ふるしの電でん池ち を入い
れて、法ほう外がいな費ひ 用よ うを請せい 求きゅうしていたというものでした。「代だい

表ひょう者し ゃ」としてテレビ映えい像ぞうに出で たのは、まさに私わたしが 1月がつに
やり取と りしたその男だん性せいでした。 

今こん回かいのような事じ 態たいが起お こった際さい、クく ーー リり ンん グぐ オお フふ 手て 続つづき
をスす ムむ ーー ズず に行おこなうなど、住じゅう民みんの被ひ 害がいを最さい小しょう限げんに抑おさえる
にあたっては、地域ち い きに隣保館り ん ぽ か んがあって常設じょうせつの生活せいかつ相談そうだん

窓口まどぐちのあることが欠か かせませんでした。自じ 治ち 組そ 織しきとして、
今こん後ご とも連れん携けいをたいせつにしていきたいと思おもっています。 

住じゅう宅た く用よ う火か 災さい警けい報ほ う器き をめぐっての対応たいおう 
報ほう告こく者しゃ：浜はま田だ  豊ゆたか（住すみ吉よ し住じゅう宅た く自じ 治ち 会かい 事じ 務む 局きょく長ちょう） 

「訪
ほう

問
もん

販
はん

売
ばい

お 断
ことわ

り」シール
し ー る

 

朝あさ日ひ 新しん聞ぶん2023年ねん9月がつ5日にち 
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訃ふ  報ほう 
 

当と う法ほ う人じんの役や く員いんを歴れき任にんされました住すみ田だ 利と し男お さんが
去さ る 9月がつ27日にちに 74歳さいでお亡な くなりになりました。住すみ

田だ 様さ まの生せい前ぜんの当と う法ほ う人じんに対たいする貢こ う献けんに感かん謝し ゃの意い を 表あらわ

すとともに衷ちゅう心しんよりご冥めい福ふ くを祈き 念ねん申も うし上あ げます。 
 

オガリお が り ★ナな イい トと を開かい催さいしました！ 

10月がつ7日にち（土ど ）午ご 後ご 4時じ から 7時じ に、地ち 域いきの交こ う 流りゅうイい
ベべ ンん トと 「オお ガが リり ★ナな イい トと 」を開かい催さいしました。同ど うイい ベべ ンん トと は、
2017年ねんからはじまった「どっこい隊たい活かつ動ど う」の活かつ動ど う発はっ

表ひょうの場ば として、また、どっこい隊たい同ど う士し の交こ う 流りゅうの場ば とし
て 2019年ねんから行おこなっているイい ベべ ンん トと です。 

これまでは、隣り ん保ぽ 館かん横よ この住すみ吉よ し 住じゅう宅た く3号ご う館かん前まえの広ひろ場ば
で開かい催さいしていました
が 、 今こ 年と し は 住すみ吉よ し 東ひがし

駅え き前まえの店てん舗ぽ 前まえで 行おこな

いました。その理り 由ゆう

は 、 駅え き前まえ店てん舗ぽ か ら
N P Oえぬぴーおー法ほ う人じん が 撤て っ退たい

したことや、住すみ吉よ し 住じゅう

宅た く 4 号ご う館かん の 一いち部ぶ が
取と り壊こわされたことな
どがあります。駅え き前まえ

の 活かっ性せい化か と 住すみ吉よ し 住じゅう

宅た く 4号ご う館かん の前まえ の広ひろ

場ば をいつか使つかえるように準じゅん備び しよう！ということから今こん

回かい、駅え き前まえの店てん舗ぽ 前まえで開かい催さいしました。 
当と う日じつは、どっこい隊たい名めい物ぶつのかやくごはんやコこ ーー ヒひ ーー 、

泉せん州しゅうアあ グぐ リり の野や 菜さい販はん売ばいのほかに、地じ 元も と青せい年ねん部ぶ がフふ ラら
ンん クく フふ ルる トと や、スす ーー パぱ ーー ボぼ ーー ルる すくいなどを出しゅっ店てんしまし
た。また、今こん回かいは、紙かみ芝しば居い や高こ う齢れい者し ゃの方かたへのネね イい ルる 体たい

験けんや、地ち 域いきの関かん係けい団だん体たい・組そ 織し きが運う ん営えいする雑ざっ貨か 屋や さん
「らふら」や手て づくりパぱ ンん シし ョょ ッっ プぷ 「パぱ ンん プぷ 」からの出しゅっ

店てんもありました。 
活かつ動ど う報ほ う告こ くとしては、「どっこい隊たい活かつ動ど う」動ど う画が などを

放ほ う映えいし、道みちを行ゆ く人ひとたちに見み てもらえるようにしました。 
今こん回かいは駅え き前まえということもあり、オお ガが リり ナな イい トと に普ふ 段だん来こ

られないお客きゃくさんたちが来き てくれ、遊あそんだり、買か い物もの

をしたり、思おもい思おもいに過す ごしてくれていたのが印いん象しょう的てき

でした。また住すみ吉よ し区く 長ちょうも見み に来こ られました。来らい客きゃく数す うは
100人にん前ぜん後ご と、初はじめての場ば 所し ょで開かい催さいしたにしては、成せい

功こ うしたと思おもいます。また、来らい年ねんにむけてどのようなオお ガが
リり ★ナな イい トと にしていくか、議ぎ 論ろんしていきたいと思おもいます
（藤ふじ本も と真ま 帆ほ ）。 

 
ご寄き 付ふ のお礼れい 

2023年ねん10月がつ1日にち以い 降こ う11月がつ末まつにご寄き 付ふ をいただ
いたみなさまです。【木き 本も と久ひさ枝え さま、福ふ く田だ 公きみ教の りさま、他ほか

ご本ほん人にんのご希き 望ぼうによりおひとりお名な 前まえ非ひ 公こ う開かい】 
合ご う計けい55000 円 
 
４月がつ以い 降こ ういただいたご寄き 付ふ の合ご う計けい額がくは 
合ご う計けい1,268,000円円円円えんです。 
 
みなさまのご協きょう力りょくに感かん謝し ゃいたします。 

【2023年ねん度ど 寄き 付ふ 目も く 標ひょう金きん額がく：１５０万まん円えん】 
当と う法ほ う人じんでは、総そ う合ご う生う 活かつ相そ う談だん（無む 料りょう法ほ う律りつ相そ う談だん含ふ くむ）、

自じ 主し ゅ学がく 習しゅう支し 援えん事じ 業ぎょう、就しゅう労ろ う支し 援えん事じ 業ぎょう、居い 場ば 所し ょ ・食しょく育い く

住す み吉よ し隣り ん保ぽ 事じ 業ぎょう推す い進し ん協きょう会か いのうごき 
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事じ 業ぎょう、識し き字じ ・日に 本ほん語ご 教室きょうしつ支し 援えん、公こ う益え き貸かし室しつ事じ 業ぎょう、図と 書し ょ

事じ 業ぎょう、人じん権けん教育きょういく推すい進しん事じ 業ぎょうなどを公こ う益え き目も く的てき事じ 業ぎょうとし
て実じ っ施し しています。これらはみなさまのご寄き 付ふ によって
支さ さ えられています（個こ 人じん・団だん体たいから受う け付つ けていま
す）。いただきましたご寄付き ふ は、法人ほ う じんで実施じ っ し するこれら
の公こ う益え き目も く的てき事じ 業ぎょうの経けい費ひ 、住すみ吉よ し隣り ん保ぽ 事じ 業ぎょう推すい進しんセせ ンん タた
ーー の維い 持じ 管かん理り に使つかわせていただきます。わたしたちの
取と り組く みに、ご理り 解かいとご協きょう力りょくをぜひお願ねがいします。 

なお、公こ う益え き法ほ う人じんに対たいしてご寄き 付ふ いただいた方かたは、税ぜい

制せい上じょうの優ゆう遇ぐ う措そ 置ち を受う けられます。寄き 付ふ 額がくに応お うじて、
個こ 人じんまたは法ほ う人じんの所し ょ得と く から一い っ定てい額がくが控こ う除じ ょ されます
（くわしくは事じ 務む 局きょくまでご相そ う談だんください）。 

【ご寄付
き ふ

の方法
ほ う ほ う

】 
銀ぎん行こ う振ふり込こみ、または直ちょく接せつ事じ 務む 局きょくへご持じ 参さんください。

ご寄き 付ふ の際さいには寄き 付ふ 申もうし込こみ書し ょに必ひつ要よ う事じ 項こ うをご記き 入にゅうい
ただきます。 
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じ
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＜振
ふり

込
きみ

先
さき

口
こう

座
ざ

＞ 
大
おお

阪
さか

信
しん

用
よ う

⾦
きん

庫
こ

 住
すみ

吉
よ し

支
し

店
てん

（店
みせ

番
ばん

号
ご う

041） 
普
ふ

通
つ う

口
こ う

座
ざ

（口
こ う

座
ざ

番
ばん

号
ご う

 0115047） 
口
こ う

座
ざ

名
めい

義
ぎ

 公
こ う

益
え き

財
ざい

団
だん

法
ほ う

人
じん

住
すみ

吉
よ し

隣
り ん

保
ぽ

事
じ

業
ぎょう

推
すい

進
しん

協
きょう

会
かい

 

 

賛さ ん助じ ょ会か い員い んを募ぼ 集しゅうしています！ 

賛さん助じ ょ会かい員いんを募ぼ 集しゅうしています。加か 入にゅうしていただけれ
ば、当と う法ほ う人じんの活かつ動ど うをまとめた機き 関かか紙し 『すみりんニに ュゅ ーー
スす 』をお送お くりします。また、当と う法ほ う人じん主し ゅ催さいの指し 定てい講こ う座ざ に
参さん加か 費ひ 半はん額がく免めん除じ ょでご参さん加か いただけます。 

＜年
ねん

会
かい

費
ひ

>個
こ

人
じん

︓3,000円
え ん

 団
だん

体
たい

︓10,000円
え ん

 

【申
も う

し込
こ

み方法
ほ う ほ う

】 
所し ょ定ていの申もうし込こ 用よ う紙し に必ひつ要よ う事じ 項こ うをご記き 入にゅうの上う え、年ねん会かい

費ひ と一い っ緒し ょに当と う法ほ う人じんにご提てい 出しゅつください。 

隣りん保ぽ 館かん 年ねん末まつ・年ねん始し 休きゅう館かんのお知し らせ 

当と うセンターせ ん た ー の年末ねんまつ・年始ね ん し 休館きゅうかんの予よ 定ていは以下い か の通と お

りです。よろしくお願ねがいします。 

 
「人権じんけんのまちづくりを 考かんがえる」 

すみよし連続れんぞく講座こ う ざのご案内あんない
 

日時に ち じ：2024年ねん2月がつ10日にち(土ど )午前ご ぜ ん10時じ ～正午しょうご 
場所ば し ょ：すみよし隣保館り ん ぽ か ん 寿ことぶき 3階かい 大会議室だいかいぎしつ 
テーマて ー ま ：「鳥取とっとりループる ー ぷ ・示現舎じ げ ん し ゃとの裁判さいばん闘争とうそう 

から 考かんがえる（仮かり）」 
報告者ほうこくしゃ：友永健三ともながけんぞう（住吉すみよし隣保り ん ぽ事業じぎょう推進すいしん 協 会きょうかい

理事長り じ ち ょ う）、齋藤さいとう直子な お こ（大阪おおさか 教 育きょういく大学だいがく）ほか 
助言者じょげんしゃ：遠藤えんどう比呂通ひ ろ み ち （弁護士べ ん ご し ） 
参加費さ ん か ひ ：500円えん（賛さん助じょ会かい員いんは半はん額がく） 
申もうし込こみ・問とい合あわせ：すみよし隣りん保ぽ 館かん 寿ことぶき 

06-6674-3732   
情じょう報ほうを配はい信しんしています！ 
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12月がつ28日にち（木もく） 午後ご ご 6時じ 閉館へいかん 
12月がつ29日にち（金きん）～1月がつ3日にち（水すい） 休きゅう館かん 

1月がつ4日にち（木もく） 通つう常じょうどおり 


